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歴史に学び、
子どもの未来をひらく
社会科教育

全体会 8月1日㈮ 13 時　なかのZERO大ホール
開 会　中野駅南口から徒歩8分

記念講演　知る楽しみ、学ぶ喜び

●あいさつ●
山田　朗

（歴史教育者協議会委員長）

●基調提案●
歴史教育者協議会
常任委員会

●連帯のメッセージ●
韓国歴史教師の会

●あいさつ●
小山　一成

（現地実行委員長）

西村 美智子（東京歴教協八王子支部）

今こそ、フクシマ、オキナワ、
憲法を語ろう

【赤川次郎（あかがわ じろう）氏紹介】
『三毛猫ホームズ』シリーズをはじ
めとする数多くの小説を執筆してき
た人気作家。新聞や雑誌のエッセ
イ、投書などで、国旗国歌問題や
原発問題などにも鋭く切り込む。

被曝 60 年の第五福竜丸─都立夢の島公園内
の展示館に保存（写真撮影／東海林次男）　

地 域
実 践 報 告地 域
実 践 報 告

沖縄・福島の問題は「日本」の問題、
私たちの問題なんだと考えた6年生の子
どもたち、それは「日本国憲法」の学習
へとつながり、ついに学芸会で自分たち
の学びを演じることに。そんな小学校で
の教育実践をお伝えしたいと思います。

赤川 次郎（作家）

2014年2014年 歴史教育者協議会
第66回全国大会第66回全国大会・・東京　　東京　　

　　 関東　　 関東

大学生の四割が、読書時間ゼロというアンケート結果
に衝撃を受けた人は少なくないだろう。ネットを見て、
自分に都合のいい書き込みだけを信じる。反知性以前の、
知への無関心。これほど独裁者にとって理想的な青年た
ちはいない。それでも若さ特有の正義感や潔癖さを持ち
合わせていないわけではない。過去と未来を見据えて、
自分の位置を知ることの喜びに目覚めてもらうために、
面白い小説の書き手として力を尽くしたい。

◆メッセージ◆



分科会 8月2日㈯・3日㈰ 2日9時～16時
3日9時～15時 明治大学

中野
キャンパス

＊現地見学のプレコースは 7/31 ㈭ 午後実施
＊社員総会（会員集会）の会場はなかの ZERO本館内のリハーサル室
＊ 8/1 ㈮ 全体会終了後に分科会の打ち合わせを全体会場で実施

主催 歴史教育者協議会 第66回 東京／関東 大会実行委員会
〒170-0005 東京都豊島区南大塚2-13-8 千成ビル 一般社団法人 歴史教育者協議会内
TEL 03-3947-5701　FAX 03-3947-5790　
E-mail=rekkyo@jca.apc.org　http://www.jca.apc.org/rekkyo/
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8月1日㈮ 社員総会
（会員集会） 全体会 各県交流会

8月2日㈯ 分　科　会 地域に学ぶ
集い

若者の
集い

8月3日㈰ 分　　　科　　　会 閉会集会 現地見学

大 会大 会
日 程日 程

中野駅北口
から
徒歩７分

１．山梨平和ミュージアムの開設から 6年間の取り組み（山梨）
 山梨平和ミュージアム理事長　浅川保
２．館山まるごと博物館─戦跡と文化遺産を活かした教育と地域づくり（千葉）
 早稲田大学非常勤講師　栗山究
３．大逆事件の真実と犠牲者顕彰の現代的な意味（千葉） 明治大学教授　山泉進
４．米兵犯罪と闘う（埼玉） 米兵による女性強盗殺人犯罪を糾弾する裁判原告　山崎正則
５．君たちに伝えたい朝霞、キャンプ・ドレイク物語（埼玉） 埼玉県歴教協朝霞支部　中條克俊
６．戦時中の日本軍謀略─登戸研究所と中野学校（神奈川） 明治大学教授・歴教協委員長　山田朗
７．茨城県の戦争遺跡と教材化の視点（茨城） 筑波大学教授　伊藤純郎
８．ブラック企業と若者の未来─「企業が世界で一番活躍しやすい国」から「若者・労働者が希望
　　をもって安心して暮らせる国」へ（東京） 首都圏青年ユニオン　山田真吾
９．東国から見る中近世移行期（東京） 駿河台大学教授　黒田基樹
10．高校教科書問題（本部） 子どもと教科書ネット 21　俵義文／元都立高校教員　鈴木敏夫 他
11．福島第一原発事故、3年後の現実は？（本部） 福島県歴教協
12．韓国人教師による模擬授業「韓国の民主化」─日韓共通教材『向かいあう日本と韓国・朝鮮
　　の歴史　近現代編』を使って（本部） 土

トピョン

坪高校教員　李
イギョンジュ

京炷

地域に学ぶ集い 8月2日㈯ 16時半～18時半
（分科会終了後）

24の分科会概要は別記参照
レポート一覧は『歴史地理教育』7月号に掲載

明治大学
中野

キャンパス
中野駅北口
から
徒歩７分

半



　申込み受付　　事前申込みは 5/1 ㈭ ～ 7/23 ㈬ です。当日受付もあります。
※現地見学の申込み締め切りは、Ｄ～Ｊコースは 6/30 ㈪ 、Ａ～Ｃコースは 7/23 ㈬ です。
　大会参加費　　事前申込みは割引になっています。
・会員・教員 5,500 円（当日 6,000 円）／学生・市民 1,500 円（当日 2,000 円）
・分科会 1日参加（当日受付のみ）3,000 円、高校生以下無料
　※教員退職者は事情の許す限り、会員・教員参加費での申込みにご協力ください。

　宿泊・昼食などのご案内　
・取扱い旅行業者（日本旅行）による宿泊手配を希望される方は、申込み用紙の所定の欄に下記
のホテルの番号を記入してください。（宿泊費は 1泊朝食税サ込）
・部屋はすべてシングルです。ツインを希望される場合などは備考欄にその旨を書いてください。
①ホテルルートイン東京阿佐ヶ谷（ＪＲ阿佐ヶ谷駅 10 分／東京メトロ丸ノ内線南阿佐ヶ谷駅 2分）
 右記以外 8,350 円／8/2 ㈯ 9,000 円
②東京グリーンホテル後楽園（ＪＲ中央・総武線水道橋駅西口 1分） 全期間 9,520 円
③ホテルサンライト新宿（新宿駅東口 10 分） 全期間 10,044 円
④オリンピックイン神田（ＪＲ神田駅東口 4分） 7/31 ㈭，8/1 ㈮ 10,260 円／8/2 ㈯ 9,180 円／8/3 ㈰ 7,020 円
・航空機など交通手段の予約は、参加者各自で手配してください。
・会場には駐車場を用意しておりません。
・分科会当日、明治大学の食堂（350 席）を利用できますが、混雑が予想されます。弁当（1000
円・お茶付）の予約販売をします。

　参加費・宿泊費・現地見学参加費などの支払い方法　
・参加申し込み後、日本旅行から参加確認書と請求書（参加費・宿泊費・現地見学参加費など）
をメール、またはファックス、封書で送付します。請求書に従って期日までにご入金ください。

　現地見学の書類送付
・現地見学参加費入金の確認後に、集合場所などの案内を現地見学担当者からお送りします。

　学童保育　　７/23 ㈬ 締め切り
・予約制で実施しますので、ご希望の方は早めにお問い合わせください。詳しい内容と手続きを
ご案内します。問い合わせ先：tokyo.rekkyo1964@gmail.com（東京歴教協）090-1265-3169（富永）

　参加の取り消し　
・参加の取り消しや申込み内容の変更などは、7月30日までは、直接、日本旅行に連絡してください。
・7月 30 日までの取り消しの場合は、お送りいただいた参加費・現地見学費などから、手数料と
振込経費、宿泊申込みの場合は下記のキャンセル料を差し引いた額をお返しします。7月 31 日
以降は、原則としてお返しできません。
　宿泊のキャンセル料　7日前～4日前：20％　3日前～2日前：30％　前日：50％　当日：100％

　出張依頼状　　歴史教育者協議会事務所へ
・必要な方は、所属長宛の 82 円切手を貼った封筒を同封の上、歴史教育者協議会へ送付してくだ
さい。申込みと入金確認後発送します。

大 会 申 込 み 要 項 ──  受付期間  参加費  宿泊など



■分科会の概要■

第Ⅰテーマ　歴史と現代
⑴地域、日本、世界を統一してとらえる
歴史認識をどう育てるか。
⑵歴史の全体像と各時代の特徴を明らか
にする。
⑶地域、民族の文化についての正しい認
識と創造力をどう育てるか。
⑷平和教育の内容、方法と今日の課題を
実践的に追究する。

１ 地域の掘りおこし
①地域の掘りおこしの視点や方法、②掘りお
こした事実の記録・保存・活用・教材化の方法、
③戦後史など今後掘りおこすべき課題につい
て､ 各地の取り組みから学び、交流します。

2 日本前近代
長期・多岐にわたる前近代史像全体を見通
すプランや授業を支える理論と方法を、実践
を通じて学びます。さらに教科書の在り方に
ついても、報告と参加者の発信を通して考え
ていきます。

３ 日本近現代
地域に根ざし、歴史研究の成果に学んで、
私たち自身の近現代認識を豊かにします。特
に、近代化と民主主義、震災・戦争と民衆、
戦後史の課題（憲法・日韓関係・原発）をテー
マに、学びあいます。

４ 世界
第一次世界大戦100年、戦後70年が近づく
中、20世紀史、現代史の授業づくりと今必要
な世界史認識について考えます。東アジアの
青少年の交流・学び合いを通じて和解と連帯
の可能性をさぐります。

５ 憲法と現代の社会
3・11以降、日本国憲法をめぐる現状をふま
えて、憲法学習をどう創造するのかを討議し
ます。現代の具体的な課題や改憲問題も含め
て、憲法をいかす社会をめざす方向性につい
ても深めます。

６ 思想・文化・文化活動
①思想・文化にかかわる地域の掘りおこしを
どう進めるか。②地域や学校での文化活動を
通して、子どもたちの社会認識をどう高める
か。③思想・文化に関する授業をどう作るか。

７ 現代の課題と教育
現代日本の課題を各地から報告・交流し学
びあいます。震災・原発事故、歴史認識をふ
まえた領土問題・アイヌ民族理解、地域に根
ざし地域の主体形成をはかる活動など、みん
なで語り実践的方向を探りましょう。

８ 農業・食糧・食育
日本の農業の現状を学び合い、小中高で

「農業・食糧・食育」をどう指導するか、TPP
参加は日本の農業、食にどういう影響を及ぼ
すのか、食の安全、「地産地消」について話し
合います。

９ 平和教育
平和教育への逆風が強まる中、子どもたち
にどう真実を伝え、人格形成をしていくのか。
戦争とアジアの見方、教科書問題についての
見方を深め、今日の平和教育を考えます。

小・中・高・大の校種別、地理・歴史・公民などの科目別、地域の掘りおこし、世界、
平和などの課題別の24の分科会を２日間にわたって（一部は一日のみ）開きます。ベテラ
ンから若者までの参加者、多数のレポートと充実した討論が魅力です。以下の分科会の
概要を参照してご参加ください。レポート一覧は『歴史地理教育』７月号に掲載します。



第Ⅱテーマ　地域・子ども・授業
⑴子どもの生活や発達をふまえ、たしか
な認識を育てる授業の工夫をする。
⑵いのちと個人の尊厳を大切にする平和
教育を追究する。
⑶社会科の変質と教科書の実態を明らか
にし、実践的に批判を進める。

10 幼年・小学校低学年
科学的認識につながるような生活科にする
には、子どもたちの意欲をどう高め、見る目
を育てていったらよいのでしょう。社会・自
然・人間認識の育ち合いを丁寧に話し合いま
しょう。

11・12 小学校中学年
今年も授業づくりから始めます。小学校中
学年の社会科づくりの仕方を豊かに学んだ
後、地域の掘りおこしとその教材化、「ごみの
学習」、県学習の中で、炭坑の歴史を学んだ実
践など具体的に討議します。

13・14 小学校高学年
子ども、地域は今どうなっているのか、新
学習指導要領全面実施の中で、学校、社会科
の学習はどうなっているのか。各地の実践を
交流しながら、楽しい授業をどうつくるのか
考えていきます。

15 地域の中の子どもたち
①地域の子どもたちの現状の把握と共有、②
東日本大震災・原発事故・子育て新システム
の中、地域の子どもたちの状況の交流、③子
どもたちの居場所と権利の動向の検討、など
を議論します。

16 中学校地理
世界と日本の全地域を記述する教科書のも
とで、震災・原発問題を中心に、地域・日本・
世界の課題をどう取り上げていくか。これま
での蓄積をふまえながら、各地の実践を学び
あいましょう。

17 中学校歴史
戦争と平和の授業をどうつくるか、実践を

もとに学びます。戦争体験を聞く、教材さがし
の方法、歴史新聞・歴史カードなど、中学生
の目が輝く歴史授業づくりを学び合います。

18 中学公民
3・11、憲法、平和と人権など、現代社会の
多様な課題と中学生をどう結ぶか考えます。
主権者を育てる公民学習について、子どもの
発言や姿と授業づくりの手だてを示しながら
討論を深めます。

19 高校
①高校生と地域からどう学び、地域が高校生
をどう育てるか。②高校生の実態を探り高校
生の学びを保障する。③教育行政の実態と展
望。④朝鮮半島の平和と民主化への努力を学
ぶ。

20 大学
①大学と学生の現状を見据えつつ、大学の授
業と学生の社会認識について実践的に検討し
ます。②社会科教員養成の課題について考え
ます。

21 障がい児教育
①社会認識や主権者意識をどう育てるか、②
地域でどう生きていくのか、③「特別支援教
育」をめぐる全国の状況についての情報交換、
④「障がい（児）者の歴史」と教育、以上の
４つの柱で討議します。

22 市民の歴史学習
地域の重要人物の資料保存、市民との歴史
学習をどうすすめていったらよいか、領土問
題など市民とともに学び、東アジアの近現代
史の中にどう位置づけるか、など討議しま
す。

23 社会科の学力
①戦後社会科、歴史教育の学力論と教育課程
の歩みから学ぶものは何か。②社会科、歴史
教育における学力形成とその内容・方法のあ
り方。③3・11以降の社会科教師の現代認識は
どう変化したか。

24 授業方法
今年も個性あふれる実践・授業論が揃いま
した。１日目は身近な教材を使って子どもが
活動する実践について学びます。２日目は現
代を学ぶことで子どもがどのように成長して
いくかを考えます。



◆受付締切はＤ～Ｊコースは 6/30 ㈪、Ａ～Ｃコースは 7/23 ㈬です。大会参加者を優先し、満員
になりしだい締切ります。定員枠に余裕がある場合には現地見学だけの参加も受け付けます。
受付の状況で締切を延長することがあります。歴教協ＨＰなどでお知らせします。
◆前泊の有無や集合場所などにご注意ください。入金を確認した参加者に、事前に集合場所等の
詳しいご案内をお送りします。
◆参加費には、原則として集合から解散までの交通費、見学費、資料代、食事代等が含まれてい
ます。小学生以下については実費を請求します。
◆当日の道路状況や天候などの理由により、行程・時間などを変更する場合があります。

7月31日㈭  プレコース ※定員なし

Ａコース 第五福竜丸展示館と東京大空襲・戦災資料センターを訪
ねる（担当・東京） 参加費 1,000円

〈集合　ＪＲ・有楽町線新木場駅 13：00（東京駅から約 10 分）〉第五福竜丸展示館─東京大空
襲・戦災資料センター、世界の子どもの平和像〈現地解散　17：50〉
Ｂコース wam資料館で学び 731部隊関係地と大久保の民族共生

の地を歩く（東京） 参加費 1,200円
〈集合　ＪＲ高田馬場駅 13：00〉wam女たちの戦争と平和資料館─陸軍軍医学校・戸山人骨納
骨施設─戸山公園─高麗博物館、新大久保界隈散策〈解散　新大久保駅 17：30〉
Ｃコース アジア太平洋戦争中の日本軍謀略の拠点「登戸研究所」（神奈川）

参加費 1,000円
〈集合　小田急線生田駅 13：00（新宿から約 40 分）〉登戸研究所資料館（明治大学生田キャン
パス）〈現地解散　16：00〉

8月3日㈰～5日㈫  現地見学 ※右の数字は、定員＜最少催行人数＞費用

Ｄコース 4日㈪ 朝現地集合　夕方解散の1日コース
茨城県の戦争遺跡と筑波山を歩く（茨城） 20＜15＞6,500円

〈集合 8/4 ＴＸつくば駅 7：00（秋葉原 6：05 発つくばエクスプレス快速～6：50 着。つくば市
に前日泊の場合は各自でホテル確保）〉筑波山登山─研究学園都市研究施設─筑波海軍航空基
地跡（旧友部病院）─百里基地（茨城空港）─〈解散　ＴＸつくば駅 16：30〉
Ｅコース 4日㈪ 朝現地集合　夕方解散の1日コース

山梨の戦争と平和・人権の歴史を訪ねる（山梨） 25＜15＞5,000円
〈集合 8/4 甲府駅南口 9：40（新宿 8：00 発特急あずさ～9：28 着。甲府市に前日泊の場合は各
自でホテル確保）〉山梨平和ミュージアム─韮崎七里岩地下壕─浅川伯教・巧兄弟資料館〈解散
甲府駅 16：00〉
Ｆコース 3日㈰ 午後発宿泊　4日㈪ 夕方解散の1泊2日コース

原発事故被災地をめぐる（福島） 40＜25＞25,000円
〈出発 8/3 分科会終了後、宿舎・いわき市常磐湯本温泉〉8/4 福島第一原発まで 10kmの富岡町
の現状─楢葉町の除染の様子など─いわき市久ノ浜漁港周辺や豊間地区の津波被災地の現状─
小名浜港周辺の現状と漁業の状況〈解散　いわき駅 16：30〉
Ｇコース 4日㈪ 朝現地集合・宿泊　5日㈫ 夕方解散の1泊2日コース

首都東京と将門伝説の里「下総我孫子」に、大逆事件
の史跡と文人の足跡を巡る（千葉） 25＜20＞20,000円

現地見学 ──関東の各県歴教協が企画



〈集合 8/4 京王線八幡山駅 8：30（新宿から約 20 分）〉蘆花記念館─管野須賀子墓碑─刑死者慰
霊塔─築地警察・2次平民社跡─「東京朝日」跡・啄木歌碑、平民社跡─染井霊園・奥宮健之
墓─〈宿舎・マークワンアビコ〉8/5 針文字書簡発見の楚人冠旧邸─白樺文学館、柳宗悦・志
賀直哉旧宅─将門伝説の首曲り地蔵─二つの将門神社〈解散　ＪＲ我孫子駅 16：30〉
Ｈコース 4日㈪ 午前現地集合・宿泊　5日㈫ 午後解散の1泊2日コース

館山まるごと博物館めぐり
─戦跡と青木繁『海の幸』の漁村（千葉） 30＜15＞28,000円

〈集合 8/4 ＪＲ館山駅 10：00（高速バスなのはな号東京 7：20 発～館山 9：30 着、前泊希望者
は応相談）〉座学─赤山地下壕跡─かにた婦人の村（128 高地「戦闘指揮所」地下壕・「噫従軍
慰安婦」碑）─アメリカ占領軍上陸地〈宿舎・安房自然村〉8/5「海の幸」記念碑・青木繁が滞
在した小谷家住宅・布良崎神社─大厳院ハングル四面石塔〈解散　ＪＲ館山駅 14：00〉
Ｉコース 3日㈰ 午後発宿泊　4日㈪ 宿泊　5日㈫ 夕方解散の2泊3日コース

公害の原点・足尾銅山と朝鮮人労働者の跡をたどり、
鉱毒被害農民の闘いを巡る（栃木） 45＜20＞38,200円

〈出発 8/3 分科会終了後 15：30、宿舎・みどり市サンレイク草木。夕食後元銅山労働者等から
聞く会〉8/4 本山坑跡─竜蔵寺─三川ダム─松木村跡─小滝坑口と朝鮮人犠牲者慰霊碑─（佐
野）田中正造生家〈宿舎・佐野市あづま荘〉8/5 旧渡良瀬川河身─松安寺─火打沼─谷中村跡
─惣宗寺─田中正造終焉地庭田家─雲龍寺─田中正造記念館〈解散　東武館林駅 15：40〉
Ｊコース 3日㈰ 午後発宿泊　4日㈪ 宿泊　5日㈫ 夕方解散の2泊3日コース

秩父事件130周年─秩父困民党の足跡をたどる（埼玉） 24＜15＞34,000円
〈出発 8/3 分科会終了後 15：30、宿舎・両神荘〉8/4 羊山公園─秩父まつり会館─郡役所跡─田
代栄助墓─音楽寺─秩父事件資料館─井上伝蔵邸 ･墓─落合寅市・加藤織平墓─石間交流学習
館─高岸善吉墓─〈宿舎〉8/5 塚越河原～神流町神ヶ原～白井宿～十石峠─大日向村龍興寺─
東馬流最後の戦闘の地─北相木村（菊池寛平 ･井出為吉墓）〈解散　ＪＲ佐久平駅 16：00 また
は西武秩父駅 18：30〉
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〈会場アクセス〉
▶ＪＲ中野駅まで
　東京駅から中央線（特快も可）で約 20分
　浜松町駅から山手線内回り、神田駅乗り換え中央線で約 30分
　品川駅から山手線外回り、新宿駅乗り換え中央線で約 30分
　水道橋駅から中央・総武線で約 20分
　阿佐ヶ谷駅から中央・総武線・東京メトロ東西線で約 5分



歴史教育者協議会第66回全国大会・東京／関東 参加申込み書（1人ずつ1枚記入）
ふりがな
お 名 前

男
・
女

勤務先

勤務先電話

年齢　　　　歳 あるいは　　　　　年代生まれ 会　員（　　 　　　県）・非会員

住所（書類送付先）
〒

自宅Ｅメール

自宅電話

自宅ＦＡＸ

携帯電話

携帯Eメール

宿　泊
宿泊希望日（○印） 宿泊希望ホテル番号

7/31 ㈭ 8/1 ㈮ 8/2 ㈯ 8/3 ㈰ 第 1希望 第 2希望

弁当注文（○で囲む）　　　　　8/2 ㈯昼（1,000 円）　　　　　8/3 ㈰昼（1,000 円）

参 加 費（○で囲む）　　　　　5,500円（会員・教員）　　　　1,500円（学生・一般）

現地見学
コース
（希望の記
号を記入）

プレコース
A～C

Ｄ～Ｊ から 会員以
外の方

 歴史地理教育購読の状況
書店　　なし　 　第 1希望 第 2希望 第 3希望

参加経験
5回以上・1～ 4回・初

〈備考〉

申込書にご記入いただいた個人情報は、本大会に関わること以外には利用する
ことはありません。個人情報の取り扱いにあたっては、安全管理に努めます。

　申込み方法　　次の①または②で申し込んでください。
①下の申込み書に記入し、日本旅行宛（左下参照）に、郵送またはＦＡＸでお送りください。
　※複数で申込む場合も、必ず一人ずつ一枚の申込み書を使って記入してください。
②歴教協ホームページ（http：//www.jca.apc.org/rekkyo/）から、大会参加申込みページを開い
て、必要事項を入力して送信してください。携帯電話利用の場合は、受付後の書類送付はＦＡ
Ｘか郵送になります。

　申込み用紙の送り先　
株式会社日本旅行横浜支店　歴教協担当デスク　　　　
231-0006 横浜市中区南仲通 3-35　TEL 045-641-9604　

申 込 み 方 法 ── 下記申込み用紙を使って、または歴教協ＨＰから

FAX 045-651-0072


